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高 氣 壓 ノ視 機 能 ニ 及 ボ ス 影 響 ニ 就 テ

岡山醫科 大學生理學教室(主 任生沼教授)

醫 學 士 福 島 敏 夫

[昭和16年6月28日 受稿]

第1章 緒 言

高度 ノ高氣壓ハ深海 ノ潜水作業,水 底 ノ工事,

船 舶 修理 等 ノ際 ニ經 驗 サ レル所 デ ア リ,高 氣壓 下

ニ於 ケル作 業 ハ 近代 工 業 ル發展 ニ伴 ヒ,其 ノ應 用

範 圍 ハ益 々擴 大 セ ラ レル 趨 勢 ニア ル.高 氣壓 ノ生

理 ニ就 テ,又 潜水 夫 病,潜 凾病 ノ如 キ特 殊 疾 患 ニ

關 シテハ 古 ク カ ラ幾 多 ノ研究 ガ ア リ,外 國 ニ於 テ

ハBert, Bornstein, Brauer, Tiegel, Frumina,

Full, Friedrich, Haldane, Mager, Smith, Hill,

Snell等 ニ ヨ リ,又 我 國 ニ於 テハ酒 井,守 口,足

立,野 村,鍵 山,下 山,村 上,岡 島,河 野,〓 木,

鳥 井,大 谷,鰐 淵 等 ノ報告 ガ アル.而 シ テ之等 ノ

業 績 ハ 主 トシテ一 般症 状 ニ就 テ,又 新 陳 代謝,聽

器 等 ニ關 スル モ ノガ多 ク,視 機能 ニ就 テ ノ文獻 ハ

殆 ド見 當 ラナ イ.

茲 ニ於 テ,著 者 ハ 當教 室 ニ装備 セ ラ レタ高 壓 装

置 ニ ヨ リ2氣 壓 ノ程 度 ニ於 テ視機 能 ニ及 ボ ス影 響

ニ就 テ實驗 ヲ行 ツ タ.

尚 ホ本 實 驗 ハ 昭 和14年11月 上 旬 ヨ リ12月 上

旬 ニ亙 リ行 ヒ,其 ノ成 績 ノ要 旨 ハ 第51囘 岡 山醫

學 會總 會 ニ於 テ發 表 シ タ.

第2章 被檢 者,實 驗装 置及 ビ實 驗方 法

被檢者 トシテ當教室員竝 ニ海女 ニ就 テ實驗 ヲ行

ツタ.教 室員ハ30-35歳 ノ健 康男子 ニ シ テ何 レ

モ高氣壓 ニ對 シテ未經驗者バ カリデアル.海 女ハ

三重縣志摩 郡管 島村 ニ居住 スル28-41歳 ノ健康

女 子 デ ア リ,何 レモ5歳 時 頃 ヨ リ海 水 ニ入 リ現 在

10m前 後 ノ水 深 ニ於 テ,即 チ概 ネ2氣 壓 ノ程 度

ニ ア ツテ眼 鏡 ヲ用 ヒズ直 接 水 中 ニ開 眼 シ テ海草 ,

貝類 ノ採 取 ニ從 事 シ テ居 ル モ ルデ アル.

高壓 装 置 ハ 内徑1.7m,高 サ2.1mノ 圓筒 型 鐵 室

ニ シテ,之 ニ小 サ イ硝 子 窓 及 ビ出入 口鐵 扉 ガ ア ル.

此 鐵 室 ニハ 又2本 ノ通 氣 管 ガ ア リ,其 ノ1ハ 送 氣

管 デ,電 動機 ニ連 リ新 鮮 ナ ル空 氣 ヲ壓 入 シ,他 ノ

排 氣 管 ノ 開 閉活 栓 ヲ適 當 ニ調 節 スル コ トニ依 リ増

壓速度 ヲ加減シ,或 ハ一 定ノ壓 ヲ保チ,又 平壓 ニ

復 スコ トガ出來 ル.之 等 ノ操作ハ常 ニ高壓室 内實

驗者 ト室外勤務者 トノ緊密 ナル協同作業 ニ ヨリ行

ツ タ.

又 増壓 ニ際 シ テ,増 壓 送氣 ハ 電 動機 ニ ヨ リ熱 セ

ラ レ,從 ツテ送 氣 ニ ヨ リ鐵 室 内 ノ温 度 上昇 ヲ來 ス

故,送 氣管 ハ常 ニ流水 デ 冷却 シ,又 鐵 室 ヲ蔽 フ綿

布 ヲ濕潤 ニ スル コ トニ依 リ温 度 ノ上 昇 ヲ防 イダ.

實 驗 ハ2氣 壓 ニ於 テ行 ハ レ,2氣 壓 迄 ノ増 壓 時

間 ハ 約20分,又 復 壓 ニハ約30分 要 スル ノ ヲ常 ト

シ タ.實 驗 順 序 ハ 高壓 室 ニ入 リ,先 ヅ平壓 時 ニ於

ケル 視機 能 檢 査 ヲ行 ヒ,次 ニ増 壓 シ テ2氣 壓 ニ於

テ檢 査 シ,再 ビ平 壓 ニ復 シテ視 力 ヲ測 定 シ タ.又

實 驗 ニ際 シ テハ 豫 メ被 檢 者 ノ視 力 異 常 ノ有無 ヲ檢

査 シ.異 常 者 ニハ 眼鏡 装 用 ニ ヨ リ視 力 ノ矯 正 ヲ行

ヒ,高 壓 室 内ハ 室 外 ヨ リ稍 々暗 イ故 ,入 室後 室 内

ノ明 サ ニ充分 順 應 セ シ メ タ後 檢 査 ヲ行 ツ タ.

檢 査方 法:視 力檢 査 ニハ石 原 氏 視 力 表(萬 國
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式 日本視力表)ヲ 用 ヒ,此 表 ヲ高壓 室 ノ透 明ナル

平面硝子窓 ヲ通シテ5mノ 距離 ニ置 キ,被 檢者 ヲ

シテ片眼宛讀 マセ テ檢 査 ヲ行 ツタ.而 シテ其 ノ視

標 ノ讀 ミノ正 否 ニ就 テ ハ室 内外 檢 査者 ノ合 圖 ニヨ

リ知 ル樣 ニナ シ,又 試 視力 表 面 ハ 電燈 ニ ヨ リ一樣

ノ明 サ ニ照 射 シ タ.

次 ニ調節 力 ノ檢 査 ニ就 テ ハ被 檢 者 ノ頤 及 ビ頬 ヲ

支頤 臺 ニ固定 シ,此 臺 ニ附 隨 シ タ十 字架 ノ横 木 ニ

ハ 石 原 氏萬 國 式 近 點 檢 査表 ヲ装 置 シ,此 表 ヲ被 檢

眼 ニ近 ヅ ケ或 ハ遠 ザ ケル コ トニ依 リ一定視 力 ヲ表

ハ ス視標 ル像 ガ不 明 瞭 トナ リ或 ハ 明 瞭 トナ ル位 置

ヲ求 メ,其 ノ平 均 値 ヲ以 テ近 點 トナ シタ.尚 ホ 此

點 ハ 目盛 ニ ヨ リ讀 取 ル 如 ク ナ シ,又 此場 合 ノ照 明

ニ就 テハ電 燈 ニ ヨ リ特 ニ試 視 力 表 面 ノ ミ ヲ照 シ,

被 檢 眼 ニハ射 入 シナ イ樣 ニ特 ニ工夫 シ タ.

第3章 實 驗 成 績

上 述 ノ實 驗 方 法 ニ ヨ リ別 表 第1, 2ニ 示 ス成 績 ヲ

得 タ.即 チ2氣 壓 ニ於 テ ハ教 室 員,海 女共 ニ視 力

ニハ變 化 ヲ認 メ得 ナ イガ,近 點 距 離 ハ稍 々延 長 ヲ

來 シ,調 節 力 ノ稍 々障 碍 セ ラ レル ノ ヲ認 メ タ.而

シ テ海 女 ニ於 テハ 其 ノ侵 サ レル程 度 ガ極 メテ輕 度

デ アル.

第1表 (教室員 ノ場合)

第2表 (海女 ノ場合)
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第4章 考 察

以上 ノ實驗 ニ ヨリ,2氣 壓程度 ノ高壓下 ニ於テ

ハ視力ハ殆 ド變化 ヲ來 サナイガ,調 節力ハ僅 ニ障

碍 セ ラ レ,而 シテ其 ノ侵 サ レル程 度 ハ 海 女 ニア ツ

テハ極 メテ輕微 デ アル ノ ヲ認 メタ.尚 ホ2氣 壓 ノ

程度 ニ於 テハ頭 痛,眩 暈 ナ ドヲ來 シ或 ハ試 視 力 表

ヲ注視 スル コ トニ困難 ヲ感 ズル樣ナ眼精疲勞症 状

ヲ呈 スコ トハ極 メテ輕微 デアル.

高氣壓 ガ視機能 ニ及 ボス作用機轉 ニ就 テハ今後

ノ研 究 ニ俟 タ ナ ケ レバ ナ ラヌ ガ,調 節 力 ガ一 過 性

ニ輕 度 ニ侵 サ レル事 ニ就 デハ,眼 内壓 變化 モ1因

ト考 ヘ ラ レル.即 チ 人眼 内壓 ハ通 常20-30mmHg

程 度 デ ア リ,動 脈 壓 ト平行 シ テ消 長 スル故,眼 内

壓 ハ 高氣壓 下 ニ於 ケル 血壓 變 化 ニ影 響 セ ラ レル コ

トハ 明 カデ アル.

高 氣壓 ノ血 壓變 化 ニ及 ボ ス作 用 ニ就 テ ノ文獻 ヲ

ミル ニ,Full u. Friedrichハ 血 壓 低 下 ヲ認 メ,

Frumina u, Rosenthalモ 亦 家兎 ニ於 テ 血 壓 低

下 ヲ認 メ タ.Magerハ 潜 凾 内 ニ於 テ ハ 血 壓 變 化

ハ 認 メ ラ レヌ ト云 ヒ,又 鍵 山 ニ ヨ レバ約3氣 壓 ニ

於 テ 血壓 ハ 増 減 不 定 デ ア リ,其 ノ増 減 ノ範 圍 ハ

±5-15mmHgニ シテ一 般 ニ著 シイ變 動 ヲ見 ナ

イ レ報 告 シ タ.著 者 ハ4例 ニ於 テ6-11mmHg

ノ血 壓 増 加 ヲ認 メ タガ,調 節 力 ノ障 碍 セ ラ レル程

度 ガ輕 微 デ アル ノハ 血壓 増 減變 化 ノ僅 少 デ アル ノ

ト一 致 シ ヲヰ ル.

調 節 力 ハ又 年 齡 ト共 ニ水 晶體 ノ硬 度 ヲ増 シ減 少

スル モ ノ ナル ガ,以 上 ノ實 驗 ニ於 テハ調 節 力障 碍

ガ 年齡 ニ ヨリ差 異 ヲ來 ス樣 ナ成績 ハ認 メ得 ナ カ ツ

タ.

海 女 ガ常 人 ニ比 較 シ テ調 節 力 ル障 碍 セ ラ レル 程

度 ガ更 ニ僅 少 デ アル ノハ 高壓 ニ慣 レテ居 ル結 果 ニ

ヨル モ ノ ト思 ハ レル.

第5章 結 論

1. 2氣 壓 程 度 ノ高 氣 壓 ニ於 テ ハ視 力 ハ 海 女,

常 人共 ニ殆 ド變 化 ヲ認 メ得 ナ イ.

2. 2氣 壓 程 度 ノ高壓 ニ於 テ調 節 力 ハ僅 ニ障 碍

セ ヲ レル.其 ノ侵 サ レル程 度 ハ 海 女 ニ於 テ更 ニ輕

微 デ アル.

擱 筆 スル ニ當 リ,終 始 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 ト

御 校 閲 ヲ賜 ハ リタル 恩 師 生 沼 教授 ニ謹 デ謝 意

ヲ 表 ス.又 實驗 上種 々御 助 言 ヲ賜 ハ リタル林

助教 授,小 坂 講 師 ニ 鳴謝 シ,併 セ テ實 驗 ニ御

協 力 ヲ忝フ シタ 佐 藤 博 士 ニ感謝 ノ意 ヲ表 ス.
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Aus dem Physiologisohen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma).

Uber den Einfluss des Hochdruckes auf die Sehscharfe

und das Akkommodationsvermogen.

von

Hukusima Tosio.

Eingegangen am 28. Juni 1941.

Uber die vier gesunden Laboranten im Alter von 30 bis 35 Jahren und zwei Fischerin-

nen, welche um Seepflanze und Muscheln zu fischen tief (ungefahr zehn Meter tief) im See

zu tauchen gewohnt sind, die Seescharfe und die Akkommodationsfahigkeit unter dem zwei

atmospharischen Druck untersucht.

Die Sehscharfe leidet keine Veranderung bei Laborahten und sei der Hochdruck.

gewohnende Fisdherinnen, wahrend die Akkommodationslinie etiwas vermindert. Diese

Verminderung der Akkommodation bei der Fischerinnen besonders wenig. (Autoreferat)
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